Keijō teikoku daigaku igakubu no shokuminchiteki tokuchō kōsatsu no tameni by 通堂  あゆみ
京城帝国大学医学部の植民地的特徴考察のために





その他のタイトル Keijo teikoku daigaku igakubu no





































































































　ただし、1907 年 3 月の大韓医院官制（勅令第 9 号）公布時点では「院長は内部大臣が
兼ねる」とされている。重要部分を抜粋して示せば次の通りである（下線は引用者）。












11	『皇城新聞』1906 年 9 月 20 日記事で 3 病院の統合と日本からの医学博士（佐藤進）の傭聘が伝えられて
いる。
〈大韓帝国期〉 〈韓国併合〉 1926 年
廣濟院 1907 年 1910 年  京城帝国大学医学部
医学校 大韓医院 朝鮮総督府医院 ･京城医学専門学校 
大韓赤十字病院   （医学講習所→ 1916 年専門学校昇格）  京城医学専門学校
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　このため 3 月 19 日付で初代院長に任命されたのは当時内部大臣であった李址鎔であっ
た（1907 年 5 月 22 日に任善準が内部大臣となり交代）。官制施行にともない、李圭璿 12、
池錫永 13、劉世煥 14、劉秉珌 15 ら医学校・廣濟院で医療活動に従事していた朝鮮人について、
3 月 15 日以降改めて任用が進められている。とはいえ、大韓医院の開院式は 1908 年 10
月 24 日に行われた 16 ことから、この時点では病院の実体はなかったと考えられる。
　具体的な病院の運営計画や、象徴的な「時計塔（大韓医院本館）」の建設等については
結局のところ日本人によって構成された「大韓医院創設委員 17」によって行われたようで
ある。1907年 4月に始まったとみられる 18 この委員の中心となったのが佐藤である。6月
以降には「外国人」の傭聘が進められた。すなわち日本人やアメリカ人医師スクラント
ン 19 の任用が行われたのである。

















14	 1893 年に日語学校に入学、日本に留学し東京薬学校を経て 1902 年に東京帝国大学医科大学を卒業（選
科）、1903 年に廣濟院に着任した。前掲『大韓帝国官員履歴書』。
15	 1902 年に医学校を卒業し、軍医を経て 1905 年医学校教官に着任した。前掲『大韓帝国官員履歴書』。
16	『皇城新聞』（1908 年 10 月 25 日）に前日の開院式についての記事がある。
17	 佐藤進のほか、国分象太郎、小竹武次、小山善、佐々木四方志、児島高里、国枝博、吉本潤亮の名前が
確認できる。下記注参照。
18	 委員については、その解任に関する議政府起案（1908 年 10 月 20 日）などから復元可能であるが、実
態は不明である。委員のひとり児島高里が創設委員事務を嘱託されていることが『統監府広報』第 7 号






















り医学校講師として 1900 年 8 月大韓帝国政府に雇聘された人物 22 であり、大韓医院創設
委員のひとりでもあった。
　1908 年度職員録により大韓医院職員の配置状況を確認すると、院長・佐藤進、副院
長・高階経本以下、総勢 46 名中日本人は 28 名と半数以上を占めた。大韓医院官制は
1909 年 2 月 4 日に再度改正され教育部に代えて附属医学校 23 が設置されるが、人員体制
等の大きな変更はない。院長の佐藤が 1909 年 2 月に依願辞任 24 すると、後任としてやは
り陸軍軍医総監の菊池常三郎 25 が着任した（1909年 7月 20日26）。その菊池が韓国併合直前
に病気を理由に辞任27すると、  藤田嗣章28が9月7日付で院長事務取扱29となり、 事実上の
最後の院長となった。
20	『大韓帝国官報』第 3980 号（1908 年 1 月 25 日）。
21	 治療部長には小山善、教育部長には小竹武次、衛生部長には佐々木四方志が就任した。『日省録』1908
年 1 月 1 日、3月 30 日各記事、官報等による。
22	「小竹一等軍医韓国政府の招聘に応渡件」（防衛省防衛研究所所蔵『肆大日記』明治 33 年 8 月）国立公文
書館アジア歴史資料センター、ref.C07071694800。
23	 この附属医学校が京城医専の基礎となる。
24	『大韓帝国官報』第 4298 号（1909 年 2 月 11 日）。発令は 2月 4日。
25	 伊藤博文の命により渡韓・応聘した。「菊池軍医統監韓国応聘に関する件」（防衛省防衛研究所所蔵『壱
大日記』明治 42 年 8 月）国立公文書館アジア歴史資料センター、ref.C04014528700。
26	『大韓帝国官報』第 4439 号（1909 年 7 月 27 日）。
27	『大韓帝国官報』号外（1910 年 8 月 29 日）。
28	 韓国駐箚軍軍医部長であり、京城防疫本部副総長を務めるなど統監府設置以来衛生事業に携わっていた。
佐藤剛蔵『朝鮮医育史』、32 頁。





挙げて総督府医院と改称す 30」ることとなった。藤田嗣章は 10月 1日付で医院長 31 となり
1914 年 7 月までその任にあった（この間、軍医総監となる）ほか、院長以下の各職員に
ついても基本的には大韓医院職員が継続して任用されたのである。藤田の辞任後、新た
に任用された院長も陸軍軍医監（院長在任中に軍医総監となる）の芳賀栄次郎で、1914



























30	 前掲『朝鮮総督府医院二十年史』 、11 頁。
31	『朝鮮総督府官報』号外（1910 年 10 月 1 日）。
32	 飯島前掲論文「医療・衛生事業の制度化と近代化─「植民地近代性」への試論」、233 頁。
33	 同上、232 頁。
